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紫煙


 
 雨が降っていた。 
 気にもならない程度の小雨だ。 
 色を持たない空が、地上まで灰色に染めていた。冷たく冷え切ったコンクリート色の視界。 
 「ファジー」 
 その声に足を止めた。 
 聞きなれた金属音。 
 「撃つの？」 
 私はそれほど驚きもぜずに、そう問うた。 
 彼は、何も答えない。 
 多分、この場で色を持っているのは赤だけだろう。 
 私は振り向きもせず、闇に向かって再び歩み始めた。 
 「殺されるぞ」 
 もう一度だけ足を止め、ほんの僅かに振り返った。 
 視界に飛び込んできたのは、一匹のアゲハ蝶。 
 
 ――見慣れた、アゲハ蝶。 
 
 「……殺すなら、殺せばいい」 
 そこに色はない。 
 闇に飛び込んで、私の色は消えた。 
 彼と同じ。同じアゲハ蝶だけは、色を持っていたかもしれない。 
 精一杯羽根広げて、金の光を鏤めながら……。 
 
 お金がないと生きていけない。 
 そう気がついて十年とそこら。愛よりお金が欲しいとは、今更言うまでもない。 
 『お金より愛だ』なんて、嘘っぱちもいいところ。世の中『愛よりお金』だ。この世間、そんなに甘かあない。少なくとも私は男がいなくて困ったことはないが、お金がなくて困ることは日常茶飯事なのだから。 
 「女なんだから、少しやばい事すればお金なんていくらでも手に入るわよ」 
 そんな末恐ろしげなアドバイスをいただいた。確かに、そっち系の商売のオネエ様で、ダイヤのネックレスと毛皮のコートが眩しくて、高級ブランドの香水が臭かったのが印象的だ。化粧の厚塗りは、まるで一昔前に流行った人形みたい。 
 「はあ」 
 ただ無駄に感心するしかなかった。 
 そこまでお金に執着できない中途半端な貧乏娘は、何気ない振りをしながらその飲み屋を後にするしかなかった。 
 財布を覗けば一ドル札が、一枚、二枚……。 
 飲まなきゃよかったなあ、と思いながらも私が飲んだのはウィスキィ一杯程度。仮に飲まなかったとしても、たいして所持金は変わりはしない。 
 私は大きく深呼吸すると、白くなった息を夜空に見送った。タバコでも吸おうとコートのポケットをまさぐるが、先程切らした事に気が付き今度は大きく溜め息を吐いた。 
 夜空には銀色の月が一つ。先程飲んだアルコールの中途半端な熱も、体から冷めつつあった。 
 「寒い」 
 それ以上どうにもならないコートの襟元を締め、当てもなく何処に行くわけでもなく、ただただ足を進めた。 
 月を見ながら歩いていたら、こんな昔話を思い出した。 
 
 昔々のその昔、兎と猿と狐がいたそうな。ある日その三匹の前に神様が現れて、偉そうに何か食べ物を持って来い！ と命令したらしい。猿と狐はぞれぞれ食べ物を持ってきたが、兎だけは何も持ってこなかった。 
 『ワタシは何も持ってこれませんでした。だからワタシを食べてください』 
 そして兎は焚き火の中へと身を投げたのだという。そんな律儀な姿に心打たれた神様は兎を哀れに思い、兎の魂を月にやったのだという。だから月には兎がいるという話。 
 幼い頃ちらりと聞いた話だから、あまりはっきりとした記憶がない。 
 しかし、常識的に考えてみたら月に兎がいる筈もなく、かといって昔々の昔話にクレームを付けるのも馬鹿げた話だ。 
 そう思うと理想と現実のギャップに絶望を感じて、ぎらぎらと光る月から眼を背けずにはいられなかった。 
 
 暗い方へ、暗い方へと歩みを進める。こんな寒空の下、お月様に見守られながら凍死するのも悪くはない。 
 『マッチ、マッチを買って……』 
 そんな感じで。 
 けれども辿り着いた先には残念ながら先客がいた。ぼろ雑巾みたいな服の奴と宇宙人にビームでも食らったような男の二人組で、彼らは一般的に言う『かつあげ』なるものを行っていた。 
 一人は冷たく月光を反射するバタフライナイフ、もう一人は黒光りする小さな銃。多分あれは三十八口径の五発入りリボリバーだろう。その辺で四百ドルもあれば買える代物だ。 
 果たしてあの銃に弾は入っているのだろうか？ 彼らに人を撃つことが出来るのかさえも怪しいものだ。 
 足元にあった石ころを拾い上げると、私はぼろ雑巾服の男にそれをぶつけた。 
 「痛ってえ!!」 
 奴は石ころの当たったちょっとばかし上の辺りを擦りながら、不快な顔でこちらを向いた。 
 「なんだ!? てめえは？」 
 ビーム頭の男が、ナイフをギラつかせながら相棒の代わりに叫んだ。 
 「只の通りすがり。お金ないの」 
 「はあ？」 
 彼らが疑問の声を上げると同時、悲鳴にも満たない蛙の潰れるような声が辺りにこだました。二人は、仲良く鼻血を垂らしながら夜空を見上げてお寝んね。男二人の懐をまさぐると、二百ドルが出てきた。 
 私は男二人の被害者となっていた人物には興味がなく、「ありがとう」と背後で声がしたものの、振り向きもせずその場を離れようとした。 
 くたびれた赤い靴のつま先に、軽いものが引っかかる。拾い上がると、それはサングラスだった。 
 「それ、俺の」 
 私はサングラスを声の主へ返そうと振り返り、思わず目を見開いて息を飲んだ。 
 すらっとした身長と月光に映える銀色の髪。それからガラス細工のようなシルエットに、粉雪にも似た白い肌。何より驚いたのはルビーのように赤く輝く眼だ。深すぎない堀のよい顔立ちで白い月の下に立つ彼は、まさしく精霊のようだった。 
 その白い男は私の差し出したサングラスを受け取り、安心したような笑みを浮かべながらそれを掛けた。 
 「ねえ、何故サングラス？」 
 私が聞くと彼は答えた。 
 「赤い色はあんまり好きじゃないんだ」 
 私は、赤が好き。 
 だから尋ねた。何故赤が嫌いなのかと。 
 「血の色だからね」 
 
 ……血の色……赤……。 
 
 そうか……私は血に染まってしまったのかもしれない。だから赤が好きだと、赤に執着するのかもしれない。 
 
 でも──…… 
 
 「自分の眼なら、普段自分で見られないじゃない。それに普通の人ならカラーコンタクトだと思うわよ。隠す必要なんてないと思うわ」 
 綺麗なのだから。 
 すると彼は悲しそうに微笑んだ。初めて見た粉雪を手の平に受け止め、それが一瞬にして溶けてしまっとき多分、人は 
 こんな風に笑うのだろう。空からふわふわと舞い降りて、サヨナラも言わずに姿を消す。 
 まるで、幻のように。 
 「赤い眼は見ていて気分のいいモノじゃないからね」 
 
 果たして彼の言葉にはどれだけの意味が込められているのだろうか？ 
 一瞬だけの粉雪と同じで、彼も私の前に突如姿を現しサヨナラも言わず消えてしまう悲しい幻なのかもしれない。 
 白い、彼。 
 
 私の知る限りでは二つの白がある。 
 
 ――決して染めたくない白と 
 
 ――染めてしまいたい白。 
 
 私は白く揺らぐ月を見る度いつも思うのだ。 
 
 ――黒く塗り潰してやりたい、と。 
 
 黒く塗り潰せば、全てを闇に覆い隠せるかもしれない。そう思うから。そして、赤い月もそう思うから。赤い月は、私の過去に似ている。 
 
 ただ、それだけ。 
 
 暗闇にぽっかり浮かぶ小さな光りが、何もかもを洗いざらし照らし出しているようで不安なんだ。 
 「ねえ、何でこんなところにいたの？」 
 「月が綺麗で、見とれてるうちに迷い込んでしまったんだ」 
 運命かもしれないね。 
 私もそうだと言いたかったけれど、実際違っていたから言えなかった。 
 「家は何処？ 送るよ」 
 彼にそう言われ、何週間か振りにはっとした。 
 そう、これから何処へ行こうか行くべきか……。 
 月を目指して走っても逃げていってしまうだけで、決して追い付けない。今度は月から逃れようと走っても、何処まででも何処まででも付いて来る。追い付くことはおろか、逃げることすら出来はしない。 
 
 私の過去と同じだ。 
 
 それは悲しいくらいに、だ。 
 
 黙って、私は左右に首を振った。 
 「その必要はないよ」 
 私は満面の笑みを浮かべた。 
 「気を付けて帰りなよ。また絡まれないようにさ」 
 白い彼が何やら言いたそうな顔をしたが、どうやら思いつかなかったようだ。 結局何も言わなかったので、私はその場から立ち去った。 
 
 酒場へ入った。美味い酒をたっぷり満足いくまで飲んで、ついでにタバコも購入した。 
 久々の、忘れかけていた幸せだ。 
 けれども、すぐさま覆い被さるようにして恐怖と寂しさが込み上げてきた。またそれを消すように、アルコールを体に流し込んだ。 
 
 逃げろ！ 
 逃げろ！ 
 逃げろ！ 
 死ぬまで逃げろ！！ 
 
 冷たい銃口が私を捕まえる。 
 アゲハの刺青が暗闇に浮かぶ。 
 
 ぽっかりと。それは、ぽっかりと。 
 
 私には『死』しか見えない。血に塗られた過去と生きる私。もはや死んでいると言っても否定はしない。 
 私は死刑。なんで？ か？ 何人殺したかな……？ 
 
 ふふっ、わかんない。 
 
 気付いたとき、私の拳にはどす黒い血がべっとり付いていた。今更動揺なんてするまいて。もっと気色の悪い血を、私は何度も見てきた。血まみれで寝転がるいかつい男。冷たい視線で見下しながら踵を返した。 
 裏通りへの細道は、私がよく塒に選ぶ場所。だが危ない奴らが一杯だ。 
 野郎は、私をレイプしようとしやがった。股座へ一発、腹への左ジャブ三発、続いて右ストレート一発と留めのアッパー。それで野郎は寝んねした。骨のある奴じゃなかった。 
 また別の裏通りへの細道で腰を下ろした。膝を抱え込んで少し眠ろうと顔を伏せたとき、また誰かが私の前に立ちはだかった。顔を上げると、数時間前に見たような白い男だった。 
 「しばらくぶり」 
 白い彼はそう言うと、座り込んでいる私の前に、腰を落とした。 
 「家に帰ったんじゃなかったの？」 
 「あんたこそ」 
 私がそう言うと、彼は笑いながら「そうだね」と言った。 
 「帰るところがないなら、俺の家に来ない？」 
 ナンパされた。 
 「何それ？」 
 彼は言う。 
 「今夜は少し冷えるから、話相手が欲しいんだ」 
 彼の返答はよく解らないものだけれど、私が気紛れを起こすには充分な理由だった。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 白い彼の家でシャワーを借りた。ついでにシャツも一枚借りた。 
 泥も埃も体から消えたけど、血の匂いと胸元のアゲハ蝶だけはいくらシャワーを浴びても消えることはなかった。 
 人間、人を殺し過ぎて気が狂うと何時間も体を洗い続けたり、何も付いていないのに血が付いていると幻覚を見てわめき散らしたりするらしい。実際私も何人か見てきた。そして、気の狂った仲間を泣く泣く殺った。 
 命令だったから仕方がなかった。背けば自分が殺される。好きであんなことをしていたわけじゃない。初めから好きで人を殺す奴なんていない。 
 大きすぎるメンズのシャツを着て、私はベッドに腰掛けた。骨組み剥き出しの不器用なこの部屋が、なんだか気に入った。 
 私は枕元の写真立てに気が付き、断りもなく手に取って見た。二枚のガラスの間に写真を差し込む仕様なのだが、ヒビが入っている。写真には、三歳くらいの金髪の赤ちゃんが綺麗な金髪の女の人に抱かれている。横には強面だけれど優しい目をした男の人。そう、よくある家族写真だ。 
 ノックが二回。 
 「父さん寝てるけど、もう寝る？」 
 そう言いながら、白い彼がホットチョコレートの入ったマグカップを差し出した。私はそれを受け取った。 
 「うん、まだそんなに眠くもないけどね。でもさっきまでめちゃくちゃ眠かったから、またすぐ眠くなるよ」 
 「そっか。一応サンドウィッチがあるんだけどいるかな？」 
 私は頷く。 
 彼が小さく笑って、部屋を出て行った。暫くして彼は、サンドウィッチを山ほど乗せた皿を手に戻ってきた。 
 私は思わず生唾を飲み込んで、がっついた。 
 「これだけ美味しそうに食べてもらえると嬉しいよ」 
 楽しそうに見守る彼。 
 ただ食べるのに夢中な私。 
 野獣のように食べていて、その間彼が私に対して何か言っていたのだけれど、次第に無駄だとわかり、ただ黙って楽しそうにそこに居た。 
 サンドウィッチのなくなったお皿は、なんだかとっても寂しかった。 
 満腹になって、妙な睡魔が私を襲う。 
 「ベッド、使っていいよ」 
 遠くでそんな声がした。 
 そのまま倒れるようにして、夢も見ずに眠りに入った。いいや、正しくは見ない予定だった。 
 
 翌朝、私は自分自身の悲鳴で、ベッドから飛び起きた。 
 空白の夢と地獄の絶叫だった。 
 銅鑼でも打っているかのように、心臓が鼓動を叩く。水でも引っかぶったかのような汗にも驚いた。痙攣でもしているかのような体中の震えと乱れた呼吸に、ただ事ではないかも知れないと初めて我に返った。 
 
 ……どんな、夢？…… 
 
 思い出せない、思い出したくない。 
 
 「どうした!?」 
 っと、白い彼が、私のいる部屋に飛び込んできた。 
 「少し驚いただけ」 
 と、答えた。 
 朝日が、カーテンの隙間からほんのり零れていた。 
 
 ああ……もう、朝か。 
 
 朝日に反射する観葉植物の緑が妙に眩しかった。 
 「帰る場所は？」 
 勝手な、都合だ。 
 「あったら、こんなことしてないよ」 
 なら、ずっといればいい。彼はそう言ってくれた。私も、ずっといるつもりはなかったけれど、なんとなくそれに同意した。少しだけの休息。の、つもりだ。 
 「名前は？」 
 最初に自己紹介をねだったのは、彼の方だった。 
 「ファジー、ファジー・ロップ。そう、呼ばれてた」 
 本名なんてとうに忘れた。 
 「あんたは？」 
 「ネザーランド。ネザーランド・ドワーフ」 
 「そう」 
 不思議だ。なぜだか少しだけ笑みがこぼれた。 
 「……私も、あんたみたいに綺麗だったらよかったのに」 
 悲しさも、寂しさも、魅力的に感じただろうか。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 私がここ米國に来たのは二ヶ月程前。少ない所持金を持参して、中國から宛てもなく逃げてきた。 
 
 中國での私の仕事は、〝人を殺す〟事。 
 
 私は元々、和國で生まれ育った普通の女であった。 
 高校を卒業してから始めたアルバイト、高額な割りに大した事のない内容。今、考えれば当時の私は恐ろしいくらいに無知な娘だったんだと、改めて思い知らされる。無知ゆえに、若さ故に招いた不幸。 
 夜のみ営業を行うレストランバーで働いていた。実際、夜はカジノも行っていたし、柄の悪い人間や死んだ様な目の人間が絶えず出入りしていた。それでも、何の疑いもなくただアルバイトを続けていた私に、運命の日は訪れた。 
 
 ―― 忘れもしない、七年前の十月。 
 
 その頃、私が大切に抱えていたのは夢だけ。お金を貯めて、報道専門の学校へ通い、報道記者になるのが夢であった。 
 〝無知〟は、ただバイトをしていただけの私の、夢も希望も未来も、挙句過去までも、全てを無残に奪い去った。 
 運命の日、突如店内に沢山の人間が雪崩れ込んできた。誰かが〝警察だ〟とか〝逃げろ〟とか叫ぶ声がこだましていた気がする。 
 気づけば私の身体は身動きが取れないまま店内の奥へ隅へと押し流され、今度は誰かに引っ張られた。訳が分からず、何もできないでいると、何者かに口へ布切れらしきものをあてがわれ、私は意識を失った。 
 目が覚めた時、私はゆらゆら揺れる空間の中にいた。その時感じたのは酷い吐き気と頭痛。身体も至極ダルくて、横になっていたかった。 
 今度は起こされて目が覚めた。 
 目の前にいたのは太っちょの男で、中國語らしき言葉を早口で話していたから何を言っていたのか理解が出来なかった。けれど、もう家に帰れないんだろうとなんとなく悟った。 
 何時間ぶりかは分からないけど、食事を与えられた。食事を見て、自分が酷く空腹である事に気がついた。食べてみると、それは余りに粗末で不味くて……その時、涙が溢れた。 
 もう、そこから先は覚えていない。 
 
 次に繋がる記憶は、初めて人を殺したとき。 
 お咎めの代わりに〝よくやった〟と言われた。 
 残された空しさと、悲しさと、絶望と、罪の重さに、また涙が溢れた。 
 胸には、皮肉にも華やかに浮かび上がる〝アゲハ蝶の刺青〟。暗殺を仕事とする組織の、証……。 
 
 人を殺す度、心を失って行く気がした。人の絶望する顔も、死を前にした恐怖も、青ざめた死の顔も、何度も何度も夢で見た。何度も何度も夢で見過ぎて、とうとう心は麻痺してしまった。 
 そうなってしまう前に耐えかねて、気が変になった仲間もいた。 
 当時仲が良かった娘を殺ったのは私。 
 私が組織へ入れられた一週間後くらいに来た娘で、優しくて華奢で、私なんかと比べ物にならないくらいに可愛かった。 
 彼女は、初めての仕事の罪悪感に潰されて壊れた。髪が抜け落ち、手が洗い過ぎで腫れ裂けても洗い続け、終いには自律神経も極端に崩壊し、過食拒食を繰り返した。 
 
 『やめて!! 私、頑張るから!! お願い!! 助けて!! 助けて!! お願い!! 助けて!!!!』 
 
 彼女は、命乞いをしながら泣き叫ぶ女へと成り下がった。 
 
 『ねえ、ファジー……友達でしょ？』 
 
 そう彼女が言い終わると同時に、私は重々しい引き金を引いた。 
 
 今でも、覚えてる。 
 あのトリガーの感触と、ハンマーの稼動する衝撃。硝煙の臭い。わざと、彼女の血飛沫を浴びたんだ。浴びろと、言われたから。 
 目の前で、私の握る拳銃によって彼女は死んだ。 
 
 『ファジー、戦いの最中（さなか）は、身体の中心を狙うのが常識だ。だがな、今は違う。処刑なんだ。可愛そうだと思うなら頭部を狙え。確実に死ねるようにだ。そして、血の温もりと、その臭いを味わっておけ』 
 
 そう、これが私が初めて人を殺った日の出来事。 
 
 初めての仕事は、トモダチの処刑。トモダチというのもおこがましいか。 
 
 彼女が泣き叫ぶ姿が辛くて、もしかしたらもっと惨めな姿を見るんじゃないかと考えたら、簡単に引き金が引けた。かつてはトモダチだと語り合った人間に鉛弾をブチ込んだ直後、私の前で見せた彼女の姿はやっぱり惨めで……気持ち悪いとさえ感じた。 
 鉛弾を額に喰らい、白目を剥きながら、鼻から口から血を出して、仰向けに倒れたトモダチ。怖くなって、近付いて、銃弾か無くなるまでシリンダーを回転させた。回転させるたび、私の顔に、身体に、赤い花びらの様な物が飛び散った。最後に、彼女の眼球までもが飛び出して、地面にずり落ちた。 
 その姿が今でも亡霊となって、死ぬことが怖いと感じる。 
 私も彼女のように醜くなって死ぬのかな……とか。 
 恐怖だけが、私を生かした。 
 彼女のように壊れることも、ましてや自殺することすら出来ず、ただただ狂った様に人を殺め続けた。もう数え切れないぐらい殺めた。殺めて、殺めて、殺めて……それでも私は生きている。 
 今度は生きてることが怖くなって、あの雨の日組織を飛び出した。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 ネザーランドが再び覗き込む様にして、私の様子を伺う。 
 「やっぱり、顔色悪い。眠れなかったんじゃないの？」 
 組織を飛び出してから、まともに眠った記憶なんかない。 
 「いや、平気。悪い夢、見ただけだから。久々のベッドよ。眠れない筈ないじゃないの」 
 ケラケラと笑いながら応えると、彼は苦い顔をしながら「朝ご飯は食べれる？」と聞いてきた。 
 「有難いわ！ お腹ペコペコでね。早速頂こうね？」 
 リビングには、写真の強面が一人座っていた。 
 「俺の父さんだよ」 
 「父さん、昨日拾った女の子。ファジーだ」 
 「おはようございます。はじめまして」 
 初めての挨拶はどうも苦手だ。緊張するし、なんだか照れくさい。 
 「おはよう」 
 彼の父は私の目を見て、ちっとも笑いもせずにそう返した。 
 「ファジー珈琲淹れてくるよ」 
 「あ、うん」 
 ネザーランドがキッチンへと立ったとき、ふいに彼の父が言った。 
 「……お嬢さん、失礼を承知で言うが、あんた……人を殺ったことがあるか？」 
 無意識に、私の表情が険しくなる。 
 「けど、悪い人間じゃないな」 
 「……人を殺した人間に、良いも悪いもあるの？」 
 とっさに口を突いて出た。彼の父はそのまま何も答えずに、珈琲を啜った。 
 ネザーランドが、戻ってきた。 
 「ファジー、父さんと何話してたの？」 
 「別に」 
 珈琲を受け取った。真っ黒い液体が白いカップの中で、まるでそこしか知らないような小さな波を立てる。黒い水面を見つめて、溜め息にもならない息を飲み込んだ。 
 「大抵の人間は、目を見たらわかるんだ。俺はな、元凶悪犯罪の捜査官だったんだ。悪い人間を、山ほど見てきた。山ほど見て、妻を亡くして、正義が何か分からなくなって仕事を辞めた。妻が死んだのは……俺のせいだ。俺が殺したんだ」 
 彼の父は、笑ったことがあるのかな？ 暗くて、罪悪感に潰されそうで、今にも崩壊してしまいそう。 
 「私はどんな目をしてるの？」 
 彼の父が応えた。 
 「兎の目。殺される前の、兎の目をしてる」 
 弱小な怯えた動物ってとこだろう。 
 兎、と称するなら、ネザーランドの方がピッタリだ。白くて、赤い眼で、人懐っこくて。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 犯罪者達は、どうして人を殺すんだろう。 
 殺したくなくても、殺さなければいけない人間もいるのに。わざわざ罪を背負ってまで、何故人を殺したがるんだろう。 
 私は、人の命と引き換えにして今まで生きてきた。けれど、何人殺せばもう殺さずに済むんだろうとか、そればかりが頭の中を一杯に満たした。 
 
 ……ねえ、ファジー…… 私達、きっと幸せになれるよね？ 
 
 コンクリートの部屋の中で、トモダチはそう泣いた。飼い殺しにされて行くのを知って、尚も希望を捨てずにそう泣いた。 
 
 ……もう、苦しまなくていいんだよ？ もう、殺さなくていいんだよ？ 
 
 そう答えたのは、皮肉にも私が放った数発の鉛弾だけだった。 
 
 生きて行くのも、死んでしまうことも怖くて、結局は生きる道を選んだ。 
 トモダチを亡くしてから、知り合った仲間がいる。龍（ロン）とキティだ。 
 龍は、中國の両親に幼い頃売られたといっていた。貧乏な家だったから売られたと、それがそこの土地では常識だったと。だから、恨む事も出来ないと。 
 キティは夫の借金のカタとして連れていかれ、そのまま組織に売られてしまったらしい。惨めだけど、このまま死んでしまうことの方が惨めだから生きていると言っていた。 
 よく三人で仕事をした。冷静で、腕が立つし、扱いやすいと上の人間は言っていた。 
 
 馬鹿言え。 
 
 私達三人が、一番まともな人間だったってだけの話だろ。無駄な人殺しは御免被るし、死にたくないってだけ。それが冷静で、腕が立って、扱いやすいと。皮肉意外のなんでもない。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 ネザーランドの父親は、十三年前まで凶悪犯の捜査官をしていたそうだ。熱血警官で、家庭も大切にするいいお父さん。だが、凶悪犯相手に、恨まれない筈はなかった。 
 八月の日差しが強い日、買い物に行った筈の妻はそのまま帰らぬ人となった。ネザーランドを夫に預け、休日ミルクを買いに出かけただけの事だった。 
 職場から通報があり、妻が向かったスーパーに着くと、車は激しく炎上していた。消防車と救急車、それからパトカー。鎮火した車から引きずり出されたのは、真っ黒に焼け残った焼身死体。もう既に、骨に近かったという。 
 その晩、ネザーランドは酷い熱を出した。一週間ぐらい高熱が続いて、もう駄目なんじゃないかと思ったという。けれど幸い熱が引いた日の朝、彼の部屋から悲鳴が響いた。驚いて息子の異変に気づいて駆けつけると、目の前にいたのは真っ白に色素の抜けた男の子が一人。 
 
 『パパ……僕……どうなっちゃったの？？？』 
 
 警察を、辞めようと思った瞬間だったそうだ。 
 その後犯人は捕まった。犯人は妻が死ぬ三日前に、逮捕した凶悪犯の恋人だったそうだ。 
 二人を引き裂いたのは警察でもネザーランドの父親でもなく、自分達の犯した罪なのに、悪いのは逮捕したネザーランドの父だと錯覚し、妻の乗り込んだ車に手榴弾を投げ込んだ。 
 殺人罪を受けて、尚恋人はネザーランドの父や警察を恨んだことだろう。私達は悪くない、悪くないと、自分の犯した罪も過ちも全て棚に挙げて。 
 
 もちろん、組織にも根っからの殺人鬼はいた。平気で人を殺し、殺したいと願い、志願する奴が。そんな糞みたいな野郎は、皆早くに自滅の道を辿っていった。 
 
 私にはわからない、人を殺めたいと思う気持ち。傷付けたいと思う気持ち。 
 わからないから、こんなに苦悩するんだろうか。 
 二人とも、今頃どうしているんだろうか。 
 
 私を逃がしてくれたキティと、雨の中追ってきたにも関わらず私を撃たなかった龍。 
 これから私は……どうすればいいの？ 
 
 ※※※※※※※ 
 
 「ねえ、アンタに夢はあるの？」 
 ふいに聞いてみた。 
 「アンタって酷い。名前で呼んでよ」 
 アンタ呼ばわりされた事が不愉快だったようで、ネザーランドはムッとしてそう言った。 
 「悪かったわね。ネザーランドの夢はなに？」 
 「俺は、凶悪犯の心理学を研究する捜査員になりたい」 
 少し意外、だった。 
 「でもさ、父さんに言うと怒られるから。ファジーは？」 
 「え？」 
 更に、意外。 
 そりゃあ、聞いたら聞き返されるに決まってる。でも改めて考えてみたりして……。 
 私の夢……。 
 
 『私……本当は、女優になりたかったのに。ファジーにもなりたかったものはあった？』 
 
 「私はさ、死んだら蝶になりたいな。できれば綺麗なアゲハ蝶がいい」 
 「蝶？」 
 「そう。出来る限りお日様に近づいたら、イカロスのように一番天国に近い位置で燃え尽きるのね。そうしたら天国に逝けるような気がするじゃない」 
 素直に笑うことが出来なくて、苦笑いに似た笑顔を向けた。 
 「ネザーランドは何でなりたいの？」 
 彼も、私と同じように笑って言った。 
 「そうだね。母さんの為に出来ることだと思ったから」 
 
 残された命、託された命、大切な命……そう、出来ること、自分に出来ることを精一杯すること。なんだか羨ましくて、なんだか自分が益々情けなくなる。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 足が付くだろうってわかっていたけど、でもどうしても気になって。迷惑をかけられないからネザーランドの家からなるべく離れてキティへ電話を入れた。 
 
 『もしもし？ もしもし?? ファジーなの？』 
 酷いノイズに混じって、彼女の声が聞こえた。聞いて、涙が溢れた。 
 『馬鹿！ 何電話してきてるの!! 元気なら良いわ。無事逃げたみたいね。もう切るよ』 
 キティも、電話の向こうで泣いているように思えた。 
 私は、人形みたいに頷く事しか出来なかった。涙が、止まらなくて。 
 『あ、そう……』 
 キティは最後に一言告げると電話を切った。 
 その言葉に、全身の力が抜けた気がした。多分、その場で受話器を持ったまま、三十分は固まっていたかもしれない。一時間かもしれない。わからないけど、気付いたとき私は地面に座り込んで震えていた。 
 
 『あの後、龍が組織を裏切ったわ。上の人間が一人殺された。組織の人間は血眼になって龍の行方を追っているわ。ファジーも気をつけて。龍のお陰で、ファジーの逃亡も組織内で公になりつつあるから』 
 
 遅かれ早かれ、この日が来ることはわかっていた。覚悟していたことだった。 
 龍がどうとかではなく、私が追われる日。 
 きっと彼はまず、私に会いにくるだろう。私の行方を捜すであろう。 
 
 もう、ネザーランドの家にはいられないと思った。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 今の私に出来ることはなんだろうかと考えた。 
 大きく物事を変える事は出来ないけれど、自分の運命くらいは変えれないかなと思う。 
 少なくとも、これ以上の無駄な犠牲は出したくもないし、綺麗事なんぞ並べてみれば、これ以上恨まれたくもない。 
 
 サヨナラは性に合わない。 
 なんだか照れくさいし、そういえば言った記憶も遥か昔。 
 机の上に〝ありがとう〟と置手紙をして、部屋の扉を閉めた。 
 「どこ行くの？」 
 廊下にネザーランドが立っていた。 
 「…………」 
 言葉に詰まる、私。 
 「ここに来てからまだ短いし、ファジーの事良く知らないけどさ。そのチャイナドレス着る事なかったじゃん」 
 「ありがとうね」 
 一方的に、それしか言えなかった。 
 「行くところがなければ、ずっといればいいよっていったよね。何でだと思う」 
 「？」 
 「俺さ、殆ど家から出ることが出来ないんだ。人より色素が極端に少ないから、眼も皮膚も日の光に凄く弱くて。それに誰もが異様な目で俺を見るし、だから友達なんていないし。唯一触れ合ってる様な人間も、今じゃ暗い父さんだけだ。月の下でファジーに出逢った時、友達になれたらって思った」 
 こんなとき、どんな言葉をいったら良いのか、どんな顔を向けたら良いのかわからないけれど、今の私には〝ありがとう〟の四文字と、気の利かない言葉しか思いつかなかった。 
 「私はさ、人をいっぱい殺したんだ。いっぱい、いっぱい殺したんだ。アンタの母親を殺った犯罪者と同じなんだよ。私みたいなのが、一緒にいちゃいけない」 
 じっと立ち止まるネザーランドの脇を、通り抜けた。 
 「待って！」 
 彼の腕が私の腕を握る。 
 「ファジーは何故人を殺した？ 殺して、どう思う？ 楽しかった？ 面白かった？ それとも……」 
 「……じゃない……」 
 考えるより先に口に出た。 
 「……人を殺して、平気で居られるわけないじゃない。好きで人を殺すわけないじゃない。私はね、和國で生まれ育って、七年前拉致された。気付いたら、中國の暗殺を生業とする組織に売られていた。その時、過去も未来も全て失った。全て失って、生きることも死ぬことも怖くて、組織を抜け出して米國に逃げてきた」 
 腕を握るネザーランドの力が抜けた。 
 隙を突いて、振り払う。 
 「人殺しに……罪に良いも悪いもないけどさ。たった数日間のお泊りだったけど、私には家族ごっこみたいに思えたんだよ。友達になりたい……なんてさ、その言葉だけで充分嬉しかったよ」 
 あの時に、似てる気がした。あの雨の日、龍が私を追ってきたときと。彼は私に拳銃を向けたけれど、ネザーランドは代わりに赤い眼を向けた。 
 「組織に戻るの？」 
 背中に言葉を浴びて、私は数回首を振った。 
 「殺されるんじゃないのか？」 
 「かもね」 
 「もしさ」 
 「？」 
 「もし生きて帰って来れるなら、ここに帰ってこいよ！ファジーがどこに行くのか、どうするのか知らないけど、俺待ってるから!! 今度は、家族として」 
 
 もし、この呪縛から逃れられるのだとしたら、全てが終わった後私はどう罪を償おう。 
 きっと警察に自主なんてしても、死刑にされてそれで終わりだ。そんな程度の罪じゃないと思うから、どうしたら罪が償えるかな？ 
 帰ってきたら考えようか？ 一人でも、今度は多くの命を救える方法を。 
 
 「ありがとう」 
 一筋の涙が、私の頬を伝った。 
 
 立ち尽くす彼を、去り行きながら背中で見送った。 
 
 温かかった。 
 最後の最後まで、温かかった。 
 
 ……本当に、ありがとう…… 
 
 ※※※※※※※ 
 
 私はまず、龍に会いたいと思った。話を聞きたいと思った。どう探そうか。取り合えず、人の多い街中に出た。 
 人の多い路地からバックストリートに入る。相変わらず薄汚い柄の悪い連中が、無駄にごろごろとしている。 
 「嬢ちゃん、こんなところで何してんだい？」 
 ニタニタとイヤラシイ顔付きで男が迫る。 
 瞬間、数発の蹴りだけで男をぶっ飛ばずと、あっけなく男は地面にひれ伏した。 
 「命があるだけ、有難いと思え」 
 更に奥へと進む。何故だろう、何故かわからないけれど、足だけはまるで夢遊病患者のように進む。 
 龍が米國に居るとは限らないし、連絡を取る手段もないというのに。 
 古いビルの間に座り込んだ。ネザーランドに出逢う前より、出逢った後の方が身体の芯まで冷え切って感じる。このまま、凍えて死んでしまいそう。 
 
 明日、中國へ戻ろう。 
 
 独り、私に今出来ることを考えていた。 
 
 私に出来ること。殺される確立の方が遥かに高いし、ましてやどうにかなるなんて思ってもいないけど、組織の上の人間を消せば少しくらいは状況が変わるか、なんて考えた。 
 多分、龍も同じ事を考えて上の人間を殺したんじゃないかなって。 
 
 自由。 
 
 どこに行こうが私達罪人に自由なんてないけれど、これ以上罪人を、同じ思いをする人達を作らないようにって考えたら、少しは〝償い〟になるかな。 
 もしも命があったら、そのときは新しい家族の元へ戻ろうと決めた。〝待ってるから〟その言葉を信じたいと思った。 
 少し眠ることにした。ストリートでの居眠りは慣れている。うとうとしているうちに朝日が昇る。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 やはり、組織は私より龍を優先的に追っているようで、民間旅客機には簡単に乗れた。 
 旅客機の窓から見下ろす米國の大地はいやに暖かく見えたのに、宝石を集めたようなギラギラと眩しいまでの中國の光はいやに冷たく思えた。 
 とうとう戻ってきたんだと思う。同時に、身体中に妙な身震いが始まった。それが寒さだと誤魔化さんばかりに、コートの襟元をぎゅっと締めた。 
 バックストリートをうろうろしなが野宿を繰り返した私は、まるで浮浪者のように薄汚れていた。いい年の若い娘がと、誰もが哀れんだ視線を横目で寄こしては近付こうとしない。その方が良い。 
 空港を出て直ぐ、小さなウィスキーボトルを買った。一口だけ飲んで、ポケットにねじ込む。その足で、ある場所に向かった。 
 そこは何の変哲もない飲食店や雑貨屋の並ぶストリート。 
 暗い店内の雑貨屋に足を踏み入れた。営業しているのかどうかさえ怪しいような店だ。 
 「おっちゃんいる？」 
 返事はない。 
 レジにあった妙な形の呼び鈴のボッチを押し鳴らしてみる。ホテルとかのロビーにあるあれと同じ原理だが、もっと下品な音がした。こりゃ、売れないわ。 
 「おっちゃん、いるんでしょ？ 客だよ!!」 
 更にガシガシ鳴らしながら叫ぶ。 
 「いないんだったら、商品勝手に持ってくよ!!」 
 「うっせーんだよ!!」 
 やっとこさ、奥から店主の声がした。相変わらず、お客に対して乱暴でいい加減。 
 店主は私を見つめ、目を見開いたまま凝視した。 
 「おっちゃん、お久ね。元気してた？」 
 二カッと笑う私を、更に目を引ん剥いて指差した。 
 「ファ、ファ、ファジーか？」 
 コクリと頷いてやると、おっちゃんは生唾を飲み込んだ。 
 「ど、どうして？」 
 「おっちゃん、落ち着いてよ。私さ、帰って来たんだよ」 
 そう言いながら、米國への行き帰りに使った偽造パスポートをレジテーブルに放り投げた。 
 「私の銃（チャカ）まだあるかな？」 
 「あ、ああ」 
 おっちゃんは、落ち着こうと二、三回深呼吸をした。 
 私の放り出した偽装パスポートを握り締めると、私の腕を引っ張って奥の部屋へと押し込んだ。 
 「ファジー。どうして戻ってきたんだ？」 
 「どうしてって」 
 
 今更だけど、どう説明しよう。 
 
 組織逃亡を企てた際、逃がしてくれたのはキティ。その足でここへ飛び込み、前もって手配しておいてもらった偽造パスポートと航空チケットを受け取ると、それらを銃と交換に米國へ飛び立った。 
 米國なら土地も広いし、何かあれば銃も使える。それに色々な人種がいるから紛れらるだろうと。全ては大まかな情報を基にした憶測だが、その程度の認識でしか動けない状況であった。とにかく、この国から逃げる。それだけだった。 
 
 「おっちゃん、それより龍は？」 
 「……龍……」 
 「キティから聞いたんだ。龍が組織の人間を殺したって。やっぱり、私と一緒で米國に？」 
 おっちゃんは、先程返したパスポートを私に渡して言った。 
 「ファジー、おまいさんは本当に運が良かった。それに仲間に恵まれてる」 
 「え？」 
 「おまいさんが米國に発った後、直ぐに脱走はバレたんだ。組織が血眼になっておまいさんを追い始めたとき、同時に脱走に協力したとして龍とキティに疑いがかかったんだ。龍はそれを察してな、組織がキティを問い詰める前に、ファジーが逃げ切る迄の時間稼ぎをと、全て自分が仕組んだと自供して自ら裏切ったんだ」 
 ……なんで？？？ 
 「キティは？ 龍はどこへ？」 
 「キティは、無罪放免。だが、龍は死んだよ」 
 「……嘘……」 
 おっちゃんはパスポートを私に持たせたまま腰を上げた。 
 「今、茶あ持ってきてやっから。ちょっと待ってろ」 
 自分の中で、自分の心臓の音が煩い程に響きだす。 
 ドックン、ドックン、ドックン……とそのリズムは、私を更に不安の渦へと突き落とす。 
 おっちゃんは直ぐに、湯飲みを二つ持って戻ってきた。 
 「龍はなんで？ おっちゃん、なんでそんな事、知ってるの？」 
 おっちゃんは、溜め息の後静かに語りだした。 
 「一つぐらい、良い事がしたかったんだとよ。今朝早くに、龍と会ったんだ。ファジーと同じ、偽造パスポートと航空チケットを渡すためだった。渡して直後、龍が最後に聞いてくれないかと、な。何故裏切ったか、別に墓まで持って行こうだなんて格好いいことは考えちゃいない。だからか、聞いてくれる相手が居ないのも寂しいもんだ。だとよ」 
 なんだか、笑えた。 
 「龍らしいや」 
 「その直ぐ後だった、店を出てその先のバックストリートで一発の銃声がした。その後、マシンガンの銃声が暫く続いていた。あの様子じゃ、ミンチよりひでえホトケさんになっちまったんだろうな」 
 
 人が死んで、悲しいと思うこと。悲しい気持ち。 
 例え仲間であっても、仲が良くなければショックを受けるなんて事、いつしかなくなっていた。人間恐ろしいもので、慣れてしまえば無慈悲にもなれるものだ。 
 だけど、やっぱり親しいモノを、親しかったモノを失う気持ちはいくら繰り返しても無慈悲にはなれない。 
 「ファジー。だからおまいさんは、逃げ切らなきゃなんねぇ。生きろ！」 
 
 そう、私は生きるために戻ってきた。 
 
 「おっちゃん、私さ、死にたくないよ。米國で、家族見つけたんだ。きっと帰るって約束した。だから帰ってきた」 
 おっちゃんは、渋い顔で私を見た。 
 「いいことじゃねえか。なのに何故帰ってくる？」 
 「私は、罪人。そして、家族は普通の一般市民だ。私のせいで彼らを危険に巻き込むわけにはいかないから。組織とはここでピリオドを打っておかないと、堂々と〝ただいま〟って言えないじゃん」 
 「どうするつもりだ？」 
 「とりあえず、組織に戻るよ。そして、後は説得。うまく行けば、アゲハの刺青を消して家族と暮らすの」 
 そう、説得。私流の。 
 おっちゃんは、再び席を立つ。そして直ぐに戻ってきた。が、今度は手に私の拳銃を持っていた。あと、予備の弾も。 
 「ファジー、本当は張り倒してでも龍の死を無駄死にする気かと引き止めたい気持ち、わかるな？ だけどよ、もう戻ってきちまったもんはしかたねぇ。それに、おまいさんが言っても聞かないのはわかってるつもりだ。ただ、一つだけ言わせてくれ。無駄死にだけはすんじゃねぇぞ!! 絶対にな」 
 コクリと頷く。 
 「私は、生きる」 
 
 初めて、強く生きたいと思った。初めて生きなきゃと思い、生きて行く意味を知った気がした。 
 
 小さくてもいいんだ。生きる意味さえなく、ただ死ぬことが怖くて生きていた私に、生きる理由が生まれた。 
 〝家族〟それに〝想い〟。龍やおっちゃん、それにキティの想い。ネザーランドや、ネザーランドのお父さんの気持ち。私が背負ってきた〝罪の重さ〟。 
 全部ひっくるめて、きっと私は生きなきゃいけない。 
 
 冷たいコンクリートと、電流が流れる有刺鉄線の囲い。窓枠に嵌め込まれた鉄格子と錆びた茶の赤が、妙に不気味さを浮き立たせる死んでしまった空間。 
 入り口を見張る、二人の男。無言のまま近づくと、男二人は驚いた顔でこちらを向いた。 
 隙を突いてそれぞれに二発ずつ銃弾をブチ込んだ。こんな所で足止めされる訳にはいかないから、気分は悪いが頭部を狙う。男二人の頭蓋骨は砕け、後ろの壁にまで脳みその破片が飛び散った。 
 
 もう、後戻りは出来ない。 
 
 一気に入り口を走り抜けて、ボスの部屋へと向かう。ボスは崩れかかったビルの十四階に席を構えている、筈だ。 
 「あ、ファジー!!」 
 誰かが叫んだ。振り向き様再び拳銃の引き金を引く。だが、一発目は簡単に避けられた。 
 流石、組織の人間だ。皆が皆、そう簡単には殺られてくれない。 
 取り合えず曲がり角に飛び込んだところで、向こうも銃を撃ち返してきた。身を低くしながらこちらもタイミングを狙って撃ち返すと、悲鳴と確かな手応え。何とか当たったらしい。その隙にエレベーターに乗り込んだ。同時に、組織内に空襲サイレンの様な騒音が鳴り響く。 
 エレベーターの扉の陰で銃弾を入れ替えると、ディスプレーを見ながら深呼吸を繰り返す。 
 
 ２……３……４……５……６…… 
 
 大した時間でもないのに、やたら長く感じる。 
 設定した筈の十四階ではなく、十二階でエレベーターは停止した。 
 扉が開くと同時に拳銃を構えると、目の前に居たのはキティであった。 
 「ファジー、私よ」 
 「キティ!!」 
 彼女はエレベーターに飛び込み〝閉〟のボタンを殴りつける様に押したが、既に回線は切られてしまったようで、うんともすんとも言わなかった。 
 キティは私の腕を引っ張って、エレベーターを降りた。が、角から男達が飛び出してきたので、再びエレベーターに戻る羽目となった。 
 「ファジー、何人いた？」 
 「右に二人、左に一人」 
 「オッケー！なら左の二人、お願い。話はそれからよ」 
 物騒に、マシンガンをぶっ放しながら近づいてくる。床に転がりながら、キティと向かい合わせに同時に飛び出すと、男達は戸惑ったように一瞬引き金を引く手を止めた。私はキティの肩越しに四発、キティは私の肩越しに二発撃ち込んだ。お互いの銃弾は、外す事無く三人の男を仕留めた。 
 「腕はまだ鈍ってないようね」 
 キティの皮肉に笑みがこぼれる。 
 
 仕方ないので、二階分は階段を使う。 
 十三階の処刑室、そして十四階ボス室へ。 
 「ファジー、何で戻ってきたの？」 
 階段の影に隠れた所でキティが囁いた。側を、せわしなく走り抜ける足音が響く。 
 「米國で、家族が出来た。私は生きる。今度は人を殺すんではなくて」 
 
 「居たぞ!!」 
 
 誰かが叫んだ。と同時に、そいつの顔面に鉛弾をぶち込みがてら飛び出した。 
 再びキティと走り出す。走りながら、私は続けた。最後になるかもしれない、そう感じた。けれど、恐怖に浸っている暇はない。 
 どん！ と、彼女と私の背中が、ぶつかった。 
 「少しでも、人を助ける道を選べば、本当の家族になれるかなって思った。だから、ここで、組織にピリオドを打っておかないと」 
 銃弾が鳴り響く。そして、最後の階段を二人駆け上がった。 
 「ファジー、龍は死んだの。龍を撃ったのは私」 
 「……キティ……？」 
 「だけどさ、龍は私を助けるために銃を撃たせた。ファジーを助けるために、組織を裏切った。格好良いよね？」 
 双眸が熱くなるのを覚えた。私の目から涙が溢れる前に、キティの目から涙が溢れて頬に一筋の線を描いた。 
 「……ファジー……生きてね」 
 キティの足が止まる。私も衝動的に足を止めた。 
 「キティ?!」 
 「ファジー!! 走って!!」 
 
 そう、私が最後に聞いたのは無数の銃声と。キティの悲鳴。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 扉を蹴り破る。 
 ボスに銃を向けると、同時にお付の用心棒が私にマシンガンを向けてきた。 
 「ファジー、恋しくなって戻ってきたと思ったら」 
 ボスが笑いを含めてそういう。 
 「残念だけど、ここに恋しくなる要素はないので」 
 ボスが軽く手を上げた。 
 「お前ら、銃を下ろしな」 
 用心棒達は驚いたように一瞬ためらったが、直ぐに銃を下ろした。 
 「物分りがいいのね」 
 ふん！ と笑う。 
 「伊達にこの業界で飯を食ってないさ。それより、ファジーもう戻る気はないのか？」 
 「ないね」 
 「こんなことじゃ、組織は潰せんぞ」 
 「そんなこと、考えてないわ。私はただ、自由になりたいだけよ」 
 
 自由に。そして、家族の元へ帰るの。 
 
 「自由になったところでどうする？所詮お前は殺し屋だ。例えアゲハの刺青を消せても、血の臭いまでは消せん」 
 「そんなこと、アンタに関係な……」 
 
 熱い……？ 
 
 熱い、熱い、焼けるように熱い…… 
 
 膝からガクンと力が抜けた。 
 
 今……銃声がした……？ 
 
 右手が自然と左脇腹を押さえ込んだ。 
 「ファジー。世の中、そう上手く事は運ばないんだ」 
 ゆっくり手を離すと、そこには真っ赤な血がべっとりと付いていた。 
 
 ……私は、生きなきゃいけない…… 
 
 「……そうかもね」 
 
 ……待ってる人がいる。 
 
 「ようやく命乞……」 
 ボスが言い終わる前に、私は躊躇う事無く引き金を引いた。 
 視界の滲んだ私狙いは綺麗に反れて、銃弾はボスの首筋に命中した。ボスが、声にならない悲鳴を上げて、床に膝まずいた。 
 同時に私の右肩に再び熱い痛みが走った。 
 銃を持ち替えて、尚引き金を引くと、今度こそボスの頭部に命中した。今度は私の背中に熱い痛みが走った。 
 床に身体が崩れ落ちる。頬に身体に、生暖かい液体が広がる感覚を覚えた。 
 
 ……私は…… 
 
 白く霞みかかる視界。 
 半端ない眠気。 
 無理やり私の意識を引き離そうとする。身体と意識が別々の感覚。重いような、軽いような……。 
 
 ……きっと、疲れているんだ…… 
 
 少し眠ろうと思った。 
 全てが終わったのだから、これで安心して米國に帰れる。 
 銃弾で負傷した事なんて、今までに何度もあったじゃないか。 
 
 最後の意識の中で、夢か幻か現実かわからないけれど蝶を見た。 
 
 綺麗なアゲハ蝶だった。金の粉を振りまきながら、きらきらと羽ばたいていた。高く高く空に昇っていった。 
 
 
 



硝煙 ～蝶を運ぶ風～


 「私、蝶になれるかな？」 
 それは、親友の一言から始まった。 
 親友、ファジー・ロップ。彼女に親友だなんて言ったら笑われるかもしれないけれど、五つ程年下のファジーは、少なくとも私にとっては親友であり妹のような存在だ。 
 ただ無機質で冷たいだけの息詰まるコンクリートの壁に囲まれ、血の臭いと酒臭い空気にうんざりしたのかもしれない。時折、死ねれば楽なのに。なんて言葉が、私達の間で合言葉の様に流行った。 
 ファジーは蝶になりたかったそう。私は、彼女を運ぶ風になりたいと思った。 
 お節介かも知れないけれど、まだ人の温もりを充分に知らない彼女を、ここに閉じ込めておくのが勿体無いと思った。 
 「ファジー、今夜蝶になりなよね」 
 「え？」 
 きょとんとして、彼女はまだ穢れ切れないその目を向けた。 
 丁度、仲間が二人組みで、今夜脱走計画をしている話を耳にしたのだ。奴らが逃げたとき、大袈裟に騒ぎ立てれば良い。どさくさに紛れて、逃げてしまえば。 
 思い立ったら吉日だと、ごひいきさんに偽装パスポートと航空チケットの手配をさせた。 
 向かうは米國、自由の国!! 
 それでも、組織を裏切る以上、命を失う覚悟は必要だ。私は、もう充分生きたと思うし、ファジーが逃げ伸びる為なら、まぁいいかな。なんて思った。 
 そんな話をしたら、ファジーは私の気持ちを汲み取ってくれたようで、うんと返事をしてくれた。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 私が組織に入ったのは十年前。 
 私は中國の田舎町で生まれ育った。家が小さな宿屋をやっていた為、躾も礼儀も人一倍厳しく教え込まれ、人手も足りなかったから、小さな頃から家の手伝いをさせられた。 
 ある日、都会から来たという男に出逢った。十九歳の時だった。 
 男は宿泊客で、上等のシャツに上等なズボンを召していた。 
 化粧道具を買うお金もなかった私はいつもすっぴんで、少し色褪せてくたびれたチャイナ仕立てのブラウスに、自分で繕ったスカートを身に着けていた。これでも、持ち物の中では十二分に綺麗な品物だった。 
 男はそんな私を見て、哀れに思ったのか、赤い口紅を一本くれた。 
 今でも覚えてる。彼は 
 「これを君に。似合うと思って」 
 そう言った。何の変哲もない、ただの口紅だった。けれど、初めて手に取った私は嬉しくて嬉しくて、何度も泣きながらお礼を繰り返した。 
 翌日、また彼は私にプレゼントをくれた。上等な、チャイナ仕立ての黒いブラウスだった。こんなに頂けませんと言うと、今度は 
 「いいんだよ。僕がしたいだけなんだから。君の喜ぶ姿が気に入ったんだ」 
 そう言った。男を知らない田舎娘は嬉しくて嬉しくて、再び泣きながらお礼を繰り返した。 
 この人は、そう小洒落て言えば、私にとっての〝白馬の王子様〟だと思った。 
 男は一週間程宿泊した。 
 宿を出て行く前日に、部屋に私を呼んで言ったのだ。 
 「君の笑顔に惚れてしまったんだ。結婚しよう」 
 と。更には一緒に都会で暮らそうというのだ。私は、それはもう嬉しくて、すぐさま両親の元へ行ったよ。私自身、この男を白馬の王子様だと信じて疑わなかったし、両親も男をお金持ちだと思って疑わなかった。だから、両親も大いに喜んでくれた。 
 男は宿泊料の倍のお金を両親に支払うと、私を連れて都会に行った。 
 
 と、思った。 
 
 田舎町で生まれ育ち、そこから一歩も出た事がない私が都会ではないと気付いたのはもっとずっと後の話。 
 私が連れて行かれた先は、錆びた鉄格子と電流の流れる有刺鉄線に囲まれた、冷たいコンクリートの箱。 
 「怖いわ」 
 そう呟いた私に。男は優しく囁いた。 
 「ここが、君の家なんだ。何も怖がる事はないよ」 
 男の笑顔が、悪魔の笑い顔に見えた。 
 一瞬にして目の前が真っ暗になり、男は札束と共に鉄扉の向こう側へと姿を消した。 
 銃声と悲鳴の鳴り響くコンクリートの世界、鼻に付くのは血生臭い風の残り香。 
 そして、私が与えられた仕事は〝人を殺す〟こと。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 今夜は雨。 
 ざあざあざあと、その音も薄汚れた灰色の空も、全てが私達を手助けしてくれているように思えた。 
 「何考えてるんだ!!」 
 と、雨音に混じって、龍（ロン）の怒鳴り声が響いた。私は薄い唇を噛み締めて、彼を睨み付けた。 
 「ファジーは、今晩蝶になるの。自由な蝶にね」 
 
 ざあざあざあざあ…… 
 
 雨音が……銃声も、足音も、心臓の鼓動も、上がる息も全てを掻き消してくれているよう。 
 それ以上何も言わずに、龍は私の部屋から外へと踵を返した。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 どんどんどんどん…… 
 
 私は何度も何度も扉を叩く。 
 
 どんどんどんどん…… 
 
 鉄の扉はびくともしない。 
 
 どんどんどんどん…… 
 
 いつしかそれが 
 
 どくどくどくどく…… 
 
 鉄の扉を叩く音ではなく 
 
 どくどくどくどく…… 
 
 私自身の心臓の音なんだと気付いた。 
 
 どくどくどくどく…… 
 
 錆び付いて赤茶けた鉄の扉を叩き続ける拳の皮膚が裂けたらしく、叩き付けた弾みで己の顔面に血飛沫が飛んだ。 
 この錆がいけないんだと思い、今度は錆をガリガリと爪で掻き取った。爪が割れて、指先から血が滲んだ。 
 再び拳で扉を叩く。今度は叩きやすかったけど、扉が錆ではなく血で赤く見えた。赤い血は、乾燥してやがて赤茶けた。 
 構わず何度も何度も叩き続ける。錆の様に固まった血液を爪で掻き取っては、また叩く。 
 
 繰り返し、繰り返し……。 
 
 やがて、疲れ切って地面にへたり込んだ。 
 「……死にたくないよぅ……」 
 両手は、既に血の色で真っ赤に染まっていた。 
 滲んだ視界も赤く見えた。何もかもが赤く見えた。 
 「……助けて……」 
 案の定、助けてくれる人なんか居る訳がない。 
 突然、胃の辺りに激痛が走った。五分程蹲っていたら、腹に蹴りでも喰らったような衝撃を受けて、地面に吐いた。焼ける様な食道の痛みに顔を顰めながら見下ろした吐寫物はどす黒かった。口の中に広がる酸味に混じった鉄の味。 
 へたり込んだまま扉を叩き続ける。 
 
 ……それ以降の記憶はない。 
 
 次に繋がる記憶は、銃を手にした私と転がる死体。硝煙の臭いが私を現実へと引き戻した。 
 怖くなって、引き金を引き続けた。頭蓋骨が砕けて、脳味噌が散乱し、その一部がぴちゃりぴちゃりと私の頬を打った。手が震えて狙いが定まらなくなっても、トリガーを引き続ける手だけは止まらない。あの、扉を叩き続けた時の様に止まらない……止まらない……。 
 
 お願い……誰か……止めてくれませんか？ 
 
 ―― それが、己が生きるということ。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 一週間経ったか経たないか。ファジーの逃亡が明るみなった。 
 ファジーを探せ！ 殺せ!! 組織内は賑やかだ。 
 龍が私を、人気のない場所に呼んだ。 
 見慣れた鉄格子の窓、電流の流れる有刺鉄線、冷たく冷え切ったコンクリート。 
 「なぜ、ファジーを逃がした？」 
 「今更、何？」 
 私は、少し楽観的なのかもしれない。 
 「だって、キティが逃げることだって出来たわけだろ？」 
 そうだね、だけど私は…… 
 「蝶を運ぶ風になりたかった。自由に空を舞うには、きっと蝶だけでは不十分だから。ファジーは私より若いし、私より真っ直ぐで強い」 
 きっと私が蝶なら、高く高く舞い、お日様に燃やされる前に力尽きて死んでしまう。 
 「馬鹿か」 
 きっと、龍にはわからない思いがある。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 龍は、物心付くか付かないかの年に組織（ここ）に来たと言っていた。最後に、泣きながら手を振る母を覚えているだけだと。だけど、母の顔なんてわからないと。 
 生きるためには銃を握らなければいけないと教えられた。人を殺すのは、牛や豚や鶏を殺すのと同じだと教えられた。 
 そして、人を食わせられたと。人だって、食べれるんだ。同じ、お肉なんだ。 
 それが、龍が学校のお勉強の代わりに教わったこと。 
 そして、ふと考えた。 
 
 ……なぜ、パパやママは僕を食べなかったの？ 
 
 人は食べちゃいけないんだ。 
 
 そう知ったのは、大人になってからのこと。 
 さっきまで一緒にいた仲間が、組織の子供に内臓を引きずり出されているのを見たとき。 
 『訓練だよ。お前も体験してることだろう？』 
 全てが、おぞましく見えた。世界が、過去が、自分が。 
 三日三晩吐き続けた。 
 自分も、あんな風に食べられるのだろうか。内臓を引きずりだされ、腸を啜られ、脳みそをぺちゃぺちゃと舐められ……。 
 それだけじゃない。あんな目で、飢えた子供の目で顔を真っ赤に染め上げながら、口いっぱいに内臓を頬張る子供。自分もそうだったんだ。それが当たり前であるかの様に、何も知らずにただ信じるままに食べていた。 
 考えれば考えるほど嘔吐が止まらなかったと。 
 
 自分は人間だ。 
 
 食べ物ではない。 
 
 食べられるものか!! 
 
 ―― ただ、生きること。それが、龍が人である証拠。 
 
 「俺にはわからない」 
 わかってる、つもり。 
 「龍、これはファジーと私の事。私はファジーに命をあげたの」 
 
 龍を見てたら、妙な疲労感が私を襲った。 
 なんだか、疲れちゃったな。ファジーは自由、私もそろそろ自由になってもいい頃かもしれない。だけど、自分で自分に引き金を引くことも、ましてや撃とうとする瞬間の銃口の前に飛び出すことも出来ない、勇気のない私。 
 「生きるだけなら、このままここでこの生活を送ればいいよね。だけど、私は最後の最後まで〝人間〟でありたいんだ」 
 「人間？」 
 「善悪は水波の如し、ってね。組織では悪でも、ファジーにとって善ならそれでいいの」 
 
 私は手を汚しすぎた。 
 汚しすぎて、心まで汚れてしまった。 
 組織から出れば、自由というプレッシャーに耐えかねて壊れてしまうことはわかってる。 
 だからこそ、ファジーに全てを託したかった。 
 
 ふいに龍が問うた。 
 「キティは、生きたい？」 
 「え？」 
 「キティ、お前は生きろ。もし組織がファジーを捕まえることに手こずるのだとしたら、否、手こずる筈だろ？そうしたら、真っ先に俺等二人に疑いが掛かる。お前は、ファジーの為にここにいなきゃいけない。もしファジーが万が一にでもここに戻らざるおえなくなった時の為にだ」 
 龍が、いやに明るく笑っている様に見えた。そう、全てを消却してしまったかのような、そんな爽やかな笑顔だ。 
 「ちょっと、アンタ何言ってるの？」 
 龍は続ける。 
 「俺も蝶を運ぶ風とやらになってみたくなったんだ」 
 
 その言葉に、全てを飲み込んだ。 
 
 龍は、ただ龍は人間でありたかっただけなんだと。 
 人間らしくいたかっただけなんだと。 
 
 龍が組織を裏切ったのは次の日。組織の人間を撃ち殺して逃亡した。 
 何も残さず忽然と姿を消したファジーを後回しに、龍が優先的に組織から追われる羽目となった。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 龍の行方がはっきりしたと通達が廻ったのは、ファジー逃亡から二ヶ月程後。 
 私は強制的に配置ポイントの一つへと向かわされた。 
 そう、ごひいきさんの店から、ほんの数百メートルと離れていないバックストリート。 
 どうか、こないで!! と祈るしかなかった。 
 拳銃を握る手も震えていたのだろう。一緒に居た組織の男の一人が言った。 
 「キティ、怖いのか？」 
 そしてイヤラシイ笑い。楽しそうに、人を狩るのがそんなに面白いのか？ 私はコイツを撃ちたかった。 
 来ないで来ないでと願う私の祈りとは空しく、龍が確認された。 
 「キティ、構えておけよ」 
 なんとなくわかっていたけど、組織は私に龍を殺らせる気だ。仲の良い相手に、仲の良い者を殺らせる。いつもの組織のやり方だ。 
 聞きなれた靴音が近付いてくる。踏み込む時は重いのに、踏み切るときは軽い、そんな癖のある靴音。龍の靴音。 
 靴音が近付く度に、私の心臓も大きくダンスを始める。龍に聞こえるんじゃないかというくらい、大きな鼓動。 
 
 どくどくどくどく…… 
 
 タンタンタンタン…… 
 
 ドン！ と、突如背中を押された。影から飛び出た私の身体。倒れまいと支えるために右足を踏み込み、ふと顔を上げた時、龍と目が合った。 
 何故かわからないけど、とっさに銃口を向けた私に、龍は優しく微笑みながら言った。 
 「撃てよ」 
 「…………」 
 
 ……撃てる、訳なくて……。 
 
 「撃てって。お前が危ない」 
 「……龍……」 
 かちゃかちゃと鳴り出した拳銃の狙いなんか定まるはずがなく、撃てないまま呆然と立ち尽くす私の脇を、一発の銃声が掠めた。 
 「痛っ!!」 
 龍の右大腿部に鉛弾がめり込んだ。 
 膝から崩れ落ちる龍をイヤラシイ笑いを浮かべた組織の男二人が、羽交い絞めにしながら「処刑だ!! 処刑だ!!」等とバックストリートの奥に引きずり込む。 
 続いて、私のこめかみにも銃口があてがわれた。 
 「さあ、頼んますぜ。処刑執行人!!」 
 思わず歯を食いしばって、そうほざいた男を睨み付けた。 
 「龍を殺る前に、この拳銃が使えるかどうか、あんたで試し撃ちしてもいいんだよ!!」 
 「そう目くじら立てんなって」 
 こんなゲス共に何が分かる筈もなく、ただここに居る奴らも私達のいる世界も、人を人だと思わぬトコロなんだと厭味な程改めて実感させられる。そう、蛆虫が死体に群がる事も、死体に群がる蛆虫を一匹一匹潰すことも、全てが美学に等しいのだ。 
 
 ―― 私は、この瞬間だけ蛆虫を潰す蛆虫に舞い戻るよ。 
 
 「貸して」 
 私は側に居た男から、マシンガンを奪い取った。 
 「キティ、頭を狙え。確実に死ねる様にだ」 
 龍の言葉に、他の男達が笑い声を上げた。 
 「キティ!! キッティ!! 頭を狙えだとよ。余裕綽々、気にいらねぇなぁ!!」 
 
 私は、迷わず引き金を引いた。 
 
 「気にいらねぇのは貴様だ、このゲス!!」 
 気に入らないと悪態吐いた蛆野郎のでかいだけの図体は、マシンガンから連射された銃弾に脳味噌を四分の一程奪われ、その場で静かに崩れ落ちた。 
 他の男達は、その光景を見て尚も笑い声を上げた。 
 龍に狙いを定めた。 
 「……龍……ありがとう……」 
 
 そして、再び引き金を引いた。 
 
 一瞬、彼が笑ってるように見えた。その笑顔を見たくなくて、それが夢であればいいと強く願ったら、トリガーから指が離せなかった。 
 龍の頭部がぐしゃぐしゃに砕け散って形がなくなっても、私は引き金を引く指の力を抜けなかった。無論、龍を抑えていた男達をも巻き込んでその場に肉片と血液が舞い上がる。それは一種のパフォーマンスの如く、故にお祭りと言えなくもない。やがて、弾の切れたマシンガンの動きは静かに止まる。 
 
 血の海。 
 血の海と化したその場に、ただ呆然と立ち尽くすしかなくて。 
 
 死んだ目で見つめた先に見えたのは、一匹の……アゲハ蝶……？ 
 
 なんだろう？ 
 夢か、幻か、はては現実なのか？ 
 
 現実であるなら、蝶は私の肩に止まって、その羽を休めてくれるのであろうか？ 
 血生臭い私の肩に止まり、ゆらゆらと夢か幻のように、その羽を揺らしてひとやすみ。 
 
 涙一つ出やしない。 
 
 虚しいとすら感じない。 
 
 ただ生きる屍と化した私に、水の一滴でもいい。人と、人であると感じられるものをください。 
 
 私が願うこと。 
 
 私はただ、〝蝶を運ぶ風〟になりたい……。 
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